
 

三沢市ソーラーシステムメンテナンス 

事業協同組合の取組 

 

  平成２５年７月３日（水） 

  

建設業地域連携・地域貢献 
ビジネス創出フォーラム 

  



三沢市ソーラーシステムメンテナンス 

事業協同組合の概要 

 
設   立 ：平成２４年８月３日 

事 務 所 ：青森県三沢市南町４-３１-３４６９ 

会 員 数 ：４社 

出 資 金 ：５千万円 

代表理事：相場 博 

主な事業：①ソーラーシステムメンテナンス 

      業務の共同受注事業 

     ②太陽光発電による発電、売電事業 
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組合設立の背景 

１．国内エネルギー事情の変革 

  東日本大震災以降自然エネルギーシフト 

 へ大きく加速 

２．三沢市の新エネルギー戦略 

  新エネルギーの普及拡大と、地域産業の 

 振興のため新エネルギー推進協議会を設置 

  基地周辺に豊富にある住居移転跡地を 

 メガソーラー立地に活用 

３．再生可能エネルギー固定価格買取制度が 

 平成２４年７月１日からスタート 
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組合設立の目的 

１．三沢市に集積が見込まれるソーラー 

 システムのメンテナンス業務を共同受注し、     

 新エネルギー産業の発展に貢献する 

２．組合というスケールメリットを活かし、 

 メガソーラーを建設、売電事業により安定 

 した組合財政基盤の確立を目指す 

３．会員企業のメンテナンス技術向上ため、 

 組合が所有するメガソーラーを訓練施設と 

 して活用する 

４．新規事業により地域雇用創出に努める 
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組合会員の紹介 

１．（株）青建設計⇒建築設計業 

２．（株）小坂工務店⇒一般土木建築工事業 

３．浪岡電設（有）⇒電気工事業 

４．（有）田嶋板金工業⇒金属工事業 

メンテ
業務 

設計 

建築 

金属 

電気 

会員企業それぞれの 

専門分野における 

知識・技術を連携し、 

グレードの高い 

  サービスを提供 4 



三沢市での太陽光発電のメリット 

１．年間発電量は東京を上回る！ 

  三沢市の平均日射量は3.76kw/㎡・日と 

 東京の3.74kw/㎡・日を上回っている 

２．梅雨がほとんどなく、空気がきれい 

 なので日射量が多い！ 

３．気温が低いため、発電効率が良い！ 

 太陽電池モジュール（結晶シリコン型）は、 

 気温が１℃上がる毎に発電効率は約0.5％ 

 低下し、１℃下がる毎に約0.5％上昇 
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 MSM-1(1,955kw)発電実績表 

※「自宅太陽光」 収支計算の際に参考にした太陽光発電システムでこの値より上であれば計画売電量を上回っている事になる。   6 



 三沢市での太陽光発電のデメリット 

１．雪が積もると発電しない 

 《対策》 

 ・傾斜角をつけることで次第に溶けて落雪 

 ・パネルの放射熱により融雪 

 ・除雪機が入る充分なスペースを取り 

 機械による除雪を可能にしておく。 

 ・パネル上の雪は新規雇用した人材を 

 常駐させ雪下ろしする。 

 ・雪の反射により上下からの光で発電 

  →これらの対策により冬期も一定量の発電が可能 

   になり人件費等は充分に確保出来る。 
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 三沢市での太陽光発電のデメリット 

２．積雪を考慮したシステムの設計が必要 

  積雪荷重や積雪高さ、落雪傾斜角を考慮した 

 太陽光発電システムが必要になり、設置費用が 

 やや高くなる場合がある 

 ・傾斜角30゜だと影が長く出る為、パネル間隔が 

 広くなり1.7MWの発電量 

 ・傾斜角20°だと発電量は2~3％ダウンするが 

 総発電量は1.955MW 

 ・傾斜角20°の架台が広く流通しており価格が 

 安い 

    ⇒トータル的に20°の方が得 
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 当組合ソーラーシステムの概要① 

１．ＭＳＭ－１号機 

 発電量  ：1.955MW 

 設置面積 ：約33,000㎡ 

 設置場所 ：三沢市三沢小山田地区 

 予想発電量：214万kWh/年 

        初年度稼働率12.2％ 

        最終年度稼働率10% 

        （年１％の発電量ダウンを想定） 

        20年間の平均稼働率11% 

 稼働開始 ：平成２５年４月30日稼働 
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 ＭＳＭ－１号機 着工前 
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 ＭＳＭ－１号機 工事中 
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 ＭＳＭ－１号機 完成 
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 ＭＳＭ－１号機 完成 
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 当組合ソーラーシステムの概要② 

１．ＭＳＭ－２号機 

 発電量  ：0.87ＭＷ 

 設置面積 ：約13,000㎡ 

 設置場所 ：三沢市三沢戸崎地区 

 予想発電量：85万kWh/年(稼働率12.1％) 

 稼働開始 ：平成２５年６月２８日 
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 建設までの道のり 

１．建設用地の選定 

  ⇒広さ、周辺環境、送電線の有無 

   今後、建物が立って日影が出来ないか？ 

２．メーカーの選定 

  ⇒設備の信頼性、価格、納期、 

   アフターフォロー など・・・ 

   今回は25年保証、耐雪仕様を特徴とした 

   カナディアンソーラー 

３．資金の確保（総事業費約10億4千万円） 

  ⇒銀行融資（青森銀行）9億2千万円 

   自己資金5千万円 

   再生可能エネルギー導入促進支援復興 

   対策事業費補助金（経産省）7千万円 
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東奥日報【平成24年8月8日】 デーリー東北【平成24年12月28日】 16 



 ＭＳＭ－１号機 完成図 
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 今後の展開 

ステップ１ 

１.メンテナンス技術 

 の確立 

２.住宅用ソーラー 

 システムの普及促進 

３.発電、売電事業の 

 安定化 

４.新規雇用の創出 

ステップ２ 

１.県内メガソーラー 

 システムのメンテ 

 ナンス業務受注拡大 

２.余剰電力を活用した 

 EVステーションの 

 設置・運営 

３.グリーン電力制度の 

 活用 

ステップ３ 

１.超高性能ソーラー 

 システムの導入 

２.地域エネルギー 

 システムの中心的 

 役割を担う 

３.リサイクル・ 

 リユース体制の構築 

19 
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～ご清聴ありがとうございました～ 

三沢市ソーラーシステムメンテナンス 

事業協同組合 
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